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論文審査の結果の要旨 

先天性上斜筋麻痺は、小児の上下斜視の原因として最も多い疾患であり、下斜筋

減弱術が第一選択の治療となるが、それのみでは不十分な場合には追加手術が必

要となる。申請者は術中の上斜筋腱の牽引試験により、下斜筋切除術単独、下斜筋

切除術と上斜筋タック術（併用手術）を選択する手術戦略の有効性について後ろ向き

に調査検討した。先天性または代償不全型上斜筋麻痺と診断され、牽引試験で上斜

筋腱の緩みを認めず下斜筋切除術のみ実施した 48 例と、併用手術を実施した 17 例

を対象とした。術前の上下斜視角は下斜筋切除術群［11.8 PD (prism diopters)］で併

用手術群（27.2PD）より有意に小さく、平均矯正量は併用手術群（21.6 PD）が下斜筋

切除術群（9.4 PD）より有意に大きかった。追加手術の必要性の有無を指標とした成

功率は下斜筋切除術群で 89.6%、併用群で 82.4%であり、1例あたりの平均手術回数

は、下斜筋切除術群で 1.13回、併用手術群で 1.18回、全体で 1.14回であった。大角

度の上斜筋麻痺に対する手術適応については、一定の見解が得られていなかったが、

本研究では上斜筋腱の緩い症例に対し初回に併用手術を施行することで 12.2PD の

追加矯正効果が得られ、過去の報告と比較し 1 例あたりの平均手術回数を減らす可

能性があることを明らかにした。特に術前の上下斜視角は小さくても牽引試験で上斜

筋腱の緩みの強い症例が存在し、併用手術により改善したことは、手術治療選択にお

ける牽引試験の有用性を示すものとして高く評価された。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で

評価した。 
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